
社会科学習指導案 
広島市立○○小学校 
指導者 ○○ ○○ 

１ 日  時 平成２０年１０月○日（○） 
２ 学年・組 第６学年○組 
３ 単  元 明治維新をつくりあげた人々 
４ 単元設定の理由 
(1) 社会の形成に参画する資質や能力を育成する社会科授業 
「社会の形成に参画する」ということは，計画や企画に参加するなど，よりよい社会を創り出すことに

主体的にかかわっていくことであると考えられる。（公民的な資質を育成することを念頭においた考え方と

考える。）このように考えると，社会の形成に参画するために必要な資質や能力に関して，小学校社会科で

求められることは，自らが社会の形成者になるという自覚と責任，社会の形成に参画するために必要な知

識や概念と，それによる思考力や判断力などであると考えられる。 
本単元で扱う明治維新の頃は，現代社会の基礎となる諸制度（税制度，教育，憲法，議会等）が形成さ

れており，社会の形成にかかわる知識を学ぶことになる。次に，諸外国からの圧力を免れ，近代日本社会

の発展に寄与した明治期の歴史的人物たちの苦心と，新しい国づくりに不満を持ちながら徐々に政治への

関心を高め，参加・参画していった士族や民衆の姿を追体験的に学ぶことで，現代の政治の基礎がどのよ

うに形成されたのか，その方法を学ぶことになる。さらに，歴史的事象には，それぞれどのような理由が

あるのか，新政府，士族，民衆は，それぞれどのような願いを持っていたのかを考えたり，自分であれば

どう行動したかを選択し，それがどのような影響を及ぼすかを推察したりすることで，よりよい社会を形

成していく思考力が育成できると考える。 
(2)  教材観 
江戸時代末期，欧米諸国のアジア諸国への支配が強まる中で，1853 年，アメリカのペリーが来航し開国

を迫った。江戸幕府は，その軍事力に脅威を感じて，日米和親条約を締結した。これにより，約 210 年間

続いた鎖国政策は終焉を迎えた。こうした状況の中で，日本国内は混乱し，旧来の幕府支配体制に反抗す

る尊皇派と幕府を支援する佐幕派とが，また外国と国交を開こうとする開国派と外国を排除しようとする

攘夷派とが対立する。こうした中で，志士と呼ばれた多くの思想家や運動家が生まれた。彼らは，日本と

いう国のあり方について考え，活発に活動するようになる。薩摩藩・長州藩・土佐藩・肥前藩などでは，

西郷隆盛や大久保利通，木戸孝允や伊藤博文，坂本竜馬らが活躍し，江戸幕府を倒し，明治維新の土台を

築いていった。 
1868 年，明治の新政府は，幕府と藩の支配力を排除し，新たな中央集権の国家体制を構築していく。版

籍奉還，廃藩置県，四民平等，地租改正，学制，徴兵制といった改革は，利権を奪われる士族階級からの

反発や，かえって生活が苦しくなった民衆からの抵抗を招く。しかし，欧米列強による植民地支配をまぬ

がれ，不平等条約を改正することを目指す新政府は，これらの改革を強力に推し進め，富国強兵を図った。 
明治時代の半ばには，課題はあるものの，自由民権運動の高まりとともに，内閣制度の誕生，大日本帝

国憲法の発布，帝国議会の開催というように，民衆が政治に参加・参画することのできる政治の仕組みが

つくられた。このような歴史的事象について理解することは，現代の民主主義社会の形成に参画するため

に必要な知識，概念を身に付けることになると考える。 
(3)  児童観 
 本学級の児童は，これまで社会科の授業において，資料の読み取りや教科書や資料集を用いた簡単な調

べ学習にも意欲的に取り組んできた。歴史の学習においても，自ら興味をもって歴史の本を読んだり，パ

ソコンを使って自主学習をしたりする姿も見られ，関心の高さがうかがえる。授業中も，人物名や文化財

について問うと，発言しようとする児童が多い。 
ただし，時代が進み，多くの人物や文化遺産，事件などを学習していくにつれて，知識などが十分に整

理出来ずにいる児童も出てきており，学習意欲も持続しにくくなっている。特に，既習の知識を手がかり

にして，その時々の人物の行動や考えを理解したり，その結果や影響について考えたりする学習に難しさ

を感じる児童がいる。 



(4)  指導観 
本単元は，現代の社会を理解することに直結する内容が多く，歴史を身近に感じて，現代の社会的事象

と関連づけて考えることができるという利点がある。反面，財政や軍事，教育といった高度な政治的内容

を多く含んでいるため，明治期の人物たちが改革したという事実を覚えることはできても，それらが行わ

れた背景や，その影響について考えることが難しい。そこで本単元では，まず幕末のペリーの来航によっ

て外国に脅威を感じた人々に共感させて，日本が植民地支配されないようにするためには，どのような改

革が必要だっかたのかを考えさせる。また，明治の新政府が行った諸改革がどのような影響をもたらした

のか，特に士族や民衆の反応について予想させた上で，西南戦争や地租改正反対一揆，血税一揆など士族

や民衆の反対運動を扱い，反対を押さえてまで改革を実行しようとした新政府の姿勢と，士族や民衆の政

治参加への意識の高まりについて考えさせたい。こうした指導により，明治維新の諸改革について主体的

に考えさせ，さらには主体的に政治や社会にかかわろうとする意識を持たせたい。 
単元の最後には，自由民権運動について新政府の立場から考えさせ，最後には，国会の開設と憲法の制

定の意味について考えさせて，当時の社会についての理解を深めさせるようにする。こうした学習を通し

て，児童が，現代の政治や社会について，過去の政治制度や先人の努力と結びつけて考え，政治や社会の

形成に対する関心や意欲を高め，主体的に社会を形成していく資質や能力の育成を図る。 
 
５ 単元の目標 
(1)  関心・意欲・態度 

新しい国づくりに苦心した新政府や，利権を奪われた士族，負担を強いられた民衆の立場について関

心を深めることができる。 
(2)  思考・判断 

明治維新の背景について，当時の国際情勢や国内事情をもとに考えたり，新政府の諸改革が及ぼす影

響について，政府や士族，民衆の立場に立って考えたりすることができる。 
(3)  技能・表現 

江戸幕府が倒され，新政府がつくられた過程や，新政府の諸改革について資料をもとに調べたり，そ

れぞれの立場の人々の考えを的確に表現したりすることができる。 
(4)  知識・理解 

新政府の行った諸改革と，その影響について知り，欧米の制度などを取り入れて，富国強兵を進めた

ことを理解することができる。 
 

６ 単元の評価規準 
(1) 社会的事象への関

心・意欲・態度 (2) 社会的な思考・判断 (3)  観察・資料活用 
の技能・表現 

(4)  社会的事象につ

いての知識・理解 
・新しい国づくりに苦心

した新政府や，利権を奪

われた士族，負担を強い

られた民衆の立場につ

いて関心を深めている。 
 
 
 

・明治維新の背景につい

て，既習事項や，当時の国

際情勢，国内事情をもとに

考えることができている。 
・新政府の諸改革が及ぼす

影響について，政府や士

族，民衆の立場に立って考

えている。 
・新政府の諸改革の背景や

影響を踏まえて，その後の

日本の政治について考え

ている。 
 

・江戸幕府が倒され，

新政府がつくられた

過程や，新政府の諸改

革について資料をも

とに調べたり，それぞ

れの立場の人々の考

えを的確に表現して

いる。 
・明治時代に取り入 
れられた西洋文化の

特徴を見つけること

ができている。 

・欧米の制度などを取り

入れて，新政府が行った

諸改革にかかわる知識

を理解している。 
・新政府の諸改革の背景

や影響について理解し

ている。 
 

 
 



 
７ 学習指導計画（全９時間） 

 ねらい 主な学習活動と内容 評価活動 教師の支援・資料・留意点 

で

あ

う 

①ペリーの開

国要求に対

して，江戸幕

府はどのよ

うな対応を

したのかに

ついて考え

る。 
 

○ペリー来航の意図や日本の人々の

反応をもとに，当時の人々の立場に

立って，外国に対してどのような対

応をとるべきか考える。 
開国する 
・もう開国してもいいのではないか。 
・外国の品物を輸入して儲ける。 
開国しない 
・他の国々も勝手な要求をしてくる。 
・日本の文化がすたれてしまう。 
 

○当時の様々な立場

に立って考えよう

としている。 
（関心・意欲・態度） 
 
 

○欧米列強の脅威を，当時の

人々の立場に立って理解させ

る。 
・ペリー来航の絵 
・大統領親書の主な内容 

②植民地化さ

れたアジア

の状況から，

江戸幕府の

対応につい

て再検討し，

本単元の学

習課題をつ

かむ。 
 

○当時の中国やインドの状況から，ア

ジア各国が植民地化されていたこ

とを把握し，どう対応したのかにつ

いて考える。 
・日本も支配されるのではないか。 
＜開国派＞ 
・戦争になったら勝てそうにない。 
・言う通りにして機会をうかがう。 
＜攘夷派＞ 
・言いなりになったら支配される 
・力を合わせれば勝てるのではないか 
 
 
 

○アジアの諸国が植

民地化されていっ

たことを資料から

読み取ることがで

きている。（技能・

表現） 
○前時の国際情勢や

日本の現状を踏ま

えて考えている。 
（思考・判断） 

 
 
 
 

○列強と日本の国力の差など現

状を把握させる。 
・アジア諸国の植民地地図 
・植民地支配のようす 
・アヘン戦争の絵 
○対応策を検討する中で，互い

の案に意見を出し合い，行き

詰る当時のようすを実感でき

るようにする。 
 

ふ

か

め

る 

③江戸幕府を

倒し，新しい

政府をつく

っていく過

程を調べる。 
 
 
 

○条約を締結し開国にふみきった江

戸幕府の対応をもとに，幕府に協力

するか，幕府に反対するか考える。 
 
 
○教科書や資料集を調べて，江戸幕府

を倒して新しい政府をつくってい

くことで，諸外国に負けない国づく

りをしようとしたことをつかむ。 

○開国の影響や倒幕

の現実性をふまえ，

主体的に考えよう

としている。 
（関心・意欲・態度） 
○資料を調べ，倒幕の

過程をつかむこと

ができている。 
（技能・表現） 

○外国に負けないか，幕府に勝

てるのか，そのためにはどう

すればいいのかについて考え

る中で，幕府の支配体制がゆ

らいでいたことをつかむ。 
・日米和親条約の内容 
・日米修好通商条約の内容 
・民衆や藩への負担 
・幕府と藩の経済力 

④新政府の行

った諸改革

について調

べる。 
 
 

○新しい国づくりを目指して，新政府

が行った諸改革を考え，教科書，資

料集，図書資料，インターネットな

どを使って，以下の改革の内容を調

べる。 
・廃藩置県 ・地租改正 ・学制 
・四民平等 ・殖産興業 ・徴兵令 

○新政府の行った諸

改革について調べ，

要点について，まと

めることができて

いる。 
（技能・表現） 

 

○改革を行う条件として，外国

の支配を受けないようにする

ことを確認しておく。 
○改革の対象を明確にして考え

るようにする。 
○改革について明確につかむた

め具体的な数値なども調べる

よう促す。 

外国に支配されないようにするためにどうしたのだろうか？ 



 ねらい 主な学習活動と内容 評価活動 教師の支援・資料・留意点 
⑤諸改革につ

いて調べた

ことをまと

め，新政府

が，富国強兵

を進めたこ

とを理解す

る。 
 

○諸改革について調べたことを発表

し，それぞれの改革の内容を理解す

るとともに，どのような影響がある

のかについて考える。 
・廃藩置県･･･中央集権国家の樹立。 
・四民平等･･･士族の俸給の削減。 
・学制･･･････すぐれた人材の育成。 
・徴兵令･････強い軍隊を作る。 
・地租改正･･･安定した税収。 
・殖産興業･･･経済力の向上。 
 

○新政府の諸改革に

かかわる知識を理

解している。 
（知識・理解） 

○改革と日本の国益

を結びつけて考え

ている。 
（思考・判断） 

○諸改革が，日本の独立や国益

を守る上で，どのような影響

があったのかを考えさせる。 
○改革以前のようすを確認しな

がら進める。 
 

 

⑥西洋の文化

を取り入れ

て，文明が開

化したよう

すをつかむ。 
 

○錦絵などの絵画資料を見取り，制度

や技術，生活の仕方が西洋化する様

子をつかむとともに，急速に西洋化

した背景について考える。 
・便利さ 
・西洋風のものはなんでもよい 
・外国に文明国としての姿を見せる 
 

○絵や文章資料から，

明治時代に取り入

れられた西洋文化

の特徴を見つける

ことができている。 
（技能・表現） 

 

○視覚資料を用いて，変化をと

らえやすくする。 
・幕末の江戸 
・明治時代始めの東京 
・髪型，洋服，洋風建築，洋食 
・鉄道や電信の普及 
 

⑦新政府の改

革によって

人々がどの

ような反応

を示すか考

える。  
 

○新政府の改革によって負担を強い

られることになった立場を考え，そ

の立場の人々の気持ちを考える。 
＜大名＞ 
・今まで部下だったやつの言うことを

聞くなんていやだ。 
＜武士＞ 
・藩がなくなったら給料がもらえな

い。 
・百姓や町人と同じ身分になれるか。 
＜百姓＞ 
・子どもは労働力。 
・年貢よりも地租の方が厳しい。 
＜女工＞ 
・低賃金で，労働もきつい。 
 

○新政府の改革とそ

れぞれの立場をふ

まえて，思いを考え

ている。 
（思考・判断） 

 

○新政府の改革を確認し，さま

ざまな立場を意識させるため

に，必要に応じて資料を示す。  
・他藩出身の知事 
・士族の俸給廃止 
・女工の生活 
・地租の定め方 
・断髪令 
・廃刀令 
 

⑧士族の反乱

や民衆の一

揆が起きて

も，政府が改

革を推し進

めた理由を

理解する。 
さらに，そ

の後，士族や

民衆がどの

ような行動

○士族や民衆がどのような行動にで

たかについて考える。 
 
 
 
○士族の反乱や民衆の抵抗，不満の様

子と，それらに対する政府の対応を

資料から読み取る。 
 
○新政府の高官の考えをもとに，士族

や民衆の不満を感じていたことを

○前時の学習を想起

し，士族や民衆の立

場に立って考えて

いる。 
（思考・判断） 

○士族の反乱のよう

すや民衆の抵抗の

様子を資料から読

み取ることができ

ている。 
（技能・表現） 

・西南戦争の錦絵 
・地租改正反対一揆 
 
 
 
○士族の反乱と民衆の抵抗の背

景について，前時の学習と結

びつけて考えるように促す。 
・大久保が岩倉に宛てた手紙 
・木戸が大久保に宛てた手紙 
 



 ねらい 主な学習活動と内容 評価活動 教師の支援・資料・留意点 
をとるかに

ついて考え

る。 
本時 

つかみ，それでも改革を進めようと

した理由を考える。 
・外国に支配されないように，負けな

いようにするために必要だった。 
○政府の強い方針と，士族や民衆の困

窮をふまえて，士族や民衆が新たに

とった行動について考える。 
 

 
 
 
 
○政府の強い姿勢と

士族や民衆の苦労

を理解し，意見を述

べている。 
（思考・判断） 

 

 
 
 
 
○ワークシートを活用し，新政

府の主張と，士族や民衆の思い

について考えさせながら，その

後の行動について考えることが

できるようにする。 

ふ

り

か

え

る 

⑨民衆の起こ

した自由民

権運動に，新

政府がどう

対処したの

かについて

考える。 
 
 
 

○板垣退助を中心とする自由民権運

動は，憲法の制定や国会の開設を求

めていたことを理解する。 
○自由民権運動に対して，新政府はど

のような対処をしたのかについて

考える。 
＜賛成派＞ 
・これ以上民衆を押さえ続けると大変

なことになる。 
・諸外国に日本が民主的な制度を持つ

国であることを示すことができる。 
＜反対派＞ 
・富国強兵するときに，民衆の意見を

受け入れてはいられない。 
・政治についてよく知らない民衆は政

治に参加することができない。 
○新政府によって，大日本帝国憲法が

発布され，帝国議会が開催されたこと

を理解し，その後の日本の動きを予想

する。 

○民衆の自由民権運

動に対して，新政府

が憲法の発布や議

会の開催などの対

応をした理由につ

いて，これまでの学

習をふまえて考え

ることができてい

る。 
（思考・判断） 

 
 
 
 
 
 
○諸改革とその背景

を踏まえて，その後

の日本の政治につ

いて考えることが

できている。 
   （思考・判断） 

・自由民権運動を伝えるマンガ 
・演説会の絵 
・板垣君遭難之図 
○これまで政府は国内的には近

代化や西洋化を押し進めてき

たこと，対外的には外国から

の支配を免れようとしていた

ことをおさえる。 
○現在の投票率と比較するなど

して，国会開設を切望してい

た民衆のエネルギーを感じと

るようにする。 
・憲法発布時のようす 
・選挙権と投票率 
 

 
８ 本時 
(1)  本時の目標 
・ 新政府の諸改革に対する反対がおこっても，新政府が改革を推し進めた理由を理解することができ

る。 
・ 改革を推し進める新政府に対して，士族や民衆がどのような行動をとるか考えることができる。 
・  新政府の考えや士族・民衆の願いについて考えることを通して，主体的に政治にかかわることの意

義を理解することができる。 
(2)  本時の学習展開 

活動・内容 発問・指示・説明・留意点 児童の思考 支援■・評価□ 
１ 前時の学習

を想起する。 
 
 

（発問） 新政府はどのような改革を考

えただろうか。 
（発問） それに対して，士族や民衆は

どんな気持ちだったのだろう。 

・廃藩置県 ・徴兵令 
・四民平等 ・学制 
・殖産興業 ・断髪令 
・地租改正 ・廃刀令 

□前時の学習を想起

し，士族や民衆の

立場に立って考え

ている。 



活動・内容 発問・指示・説明・留意点 児童の思考 支援■・評価□ 
２ 士族や民衆

がどのような

行動をしたか

を予想する。 
 
 
 
 
３ 士族の反乱

や民衆の抵抗

や不満のよう

す，およびそれ

らに対する政

府の対応を資

料からつかむ。 
 
 
 
 
 
 
 
４ 士族や民衆

の不満を感じ

ていたにもか

かわらず，改革

を推し進めよ

うとした理由

を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 政府の方針

や士族・民衆の

現状をふまえ，

新たな行動を

考える。 
 

 
 
（発問） 士族や民衆はどうしたのだろ

うか。 
 
 
 
（発問） この絵は何をしているところ

だろうか。 
 
 
（説明） 諸改革に対する士族の反乱と

民衆の抵抗である。 
（発問） なぜこのような行動を起こし

たのだろうか。 
（留意） 士族や民衆の立場に共感でき

るように，前時の気持ちと行動

を結び付けておく。 
（指示） 政府の対応を資料から読み取

る。 
 
 
（発問） 政府は反乱や一揆がおこると

思っていなかったのだろうか。 
 
（説明） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（発問） なぜ，政府は反対が起こると

わかっていたのに，改革をやめ

なかったのか。 
（発問） このような政府の方針のもと

で，人々は，どのような行動を

とるだろうか。 
 

 
 
・反乱を起こす。 ・逃げ出す。 
・一揆を起こす。 ・我慢する。 
・話し合う。 
 
 
・戦っている。 
・和装の人と洋装の人がいる。 
・銃を持っている人がいる。 
・刀を持っている人がいる。 
 
 
・士族は自分たちの特権を奪われ，

生活できなくなっていた。 
・士族は誇りを傷つけられた。 
・民衆は，以前より生活が厳しくな

っていた。 
・軍隊を使って鎮圧する。 
・士族の反乱は徹底的におさえこま

れている。 
・地租は下げられている。 
・わかっていたんじゃないかな。 
・自分たちにも予想できたのだから。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・強い国にするためには必要だった。 
・欧米列強に支配されないようにす

るため。 
・あきらめて言うとおりにする。 
・外国へ逃げる。・外国の力を借りる。 
・粘り強く意見を言うようにする。 

（思考・判断） 
 
□積極的に自分の意

見を述べようとし

ている。 
（関心・意欲） 

 
■西南戦争の錦絵 
■西南戦争の概要 
■士族の反乱 
■地租改正反対一揆 
■血税一揆 
□士族の反乱のよう

すや民衆の抵抗の

ようすを資料から

読み取ることがで

きる。 
（技能・表現） 

■西南戦争など士族

の反乱の結末 
■民衆一揆の影響 
 
■新政府高官の考え

をもとに，不満が

高まっていたこと

をつかめるように

する。 
 
 
■ワークシートや高

官の手紙を，政府

の決意と方針を読

み取るてがかりに

する。 
□これまでに学習し

た新政府の方針を

もとに考えてい

る。 
（思考・判断） 

 
□政府の姿勢と士族

や民衆の思いを理

解し，意見を述べ

ている。 
（思考・判断） 

 
 

士族や民衆はどうしたのだろうか？ 

・大久保から岩倉への手紙 
「新政府になってよかったという声をほとんど聞かない。むしろ悪

くなったという声さえある。」 
・木戸から大久保への手紙 
「貧しい人は一日も暮らしていけないという有様です。一揆が起こ

るのも時間の問題でしょう。」 

・三条実美と岩倉具視から大久保への意見 
「西郷がいなければ，不平士族たちをおさえることができないので

はないか。西郷を政府に呼び戻したら･･･。」 
・大久保からの手紙 
「政府が分裂するようなできごとは，たしかに国家の危機ともいえ

ることだ。けれども，そのような事件がいつかはおこるだろうこ

とは，はじめからわかっていたことではないか。それを心配して

ふらふらと意見を変えるようなことでは困るのだ。」 
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